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こ れ ま で の 「 け や き 門 」

新  調 さ れ た 「 け や き 門  」

　
松 田 屋 ホ テ ル （ 山 口 市

湯 田 温 泉 ３ ） の 県 道 ２ ０４ 号 宮 野 大 歳 線 に 面 し た「 け や き 門 」 が 、 こ の ほど 新 調 さ れ た 。　
こ れ は 、 土 木 建 築 の 設

計 ・ 施 工 ・ 維 持 管 理 、 石灰 石 採 掘 な ど の 技 工 団（ 山 口 市 緑 町

1 6、 作 間 悦

次 社 長 ） が 、 創 業
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記 念 事 業 の 一 環 と し て 、同 ホ テ ル に 寄 贈 し た もの 。 同 社 は 、 地 域 に お ける 「 景 観 支 援 活 動 」 に 積極 的 に 取 り 組 ん で い る 。　 「 松 田 屋 ホ テ ル の 県 道側 の 長 い 白 壁 は 、 向 か いの 中 原 中 也 記 念 館 と そ の間 の 空 間 と と も に 、 湯 田温 泉 の ラ ン ド マ ー ク 的 存在 で 、 景 観 に も 大 き く 寄与 し て い る 。 そ の 中 央 に位 置 す る の が 『 け や き門 』  。 門 扉 の 傷 み が 酷 くな っ て い た の で 、 景 観 支援 活 動 お よ び
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と し て 新 設 寄 贈 し た 。 この 『 け や き 門 』 は 、 婚 礼の 際 に 新 郎 新 婦 登 場 の 入口 と し て 使 わ れ て き た 時

期 も あ り 、 縁 結 び の パ ワー ス ポ ッ ト と し て 、 ま たシ ャ ッ タ ー ス ポ ッ ト と して 、 今 後 活 用 し て も ら えた ら 」 と 同 社 。　
松 田 屋 ホ テ ル の 創 業

は 、 江 戸 時 代 の １ ６ ７ ５年 。 １ ９ １ ７ （ 大 正 ６ ）年 に 著 名 な 作 庭 家 ・ 七 代目 小 川 治 兵 衛 に よ る 庭 園等 の 大 改 修 が 行 わ れ て おり 、  「 こ れ ま で の 『 け やき 門 』 は 、 お そ ら く そ の際 に 設 置 さ れ た も の だ ろ

う 」 と 、 松 田 屋 ホ テ ル の松 田 康 義 社 長 は 説 明 する 。 今 回 の 寄 贈 を 受 け「 大 変 あ り が た く 、 感 謝し て い る 。 市 民 や 観 光 客な ど 、 県 道 沿 い の 歩 行 者に 、 好 印 象 を 持 っ て も らえ た ら 。 時 代 に 即 し た 改修 は 今 後 も 続 け て い き 、湯 田 温 泉 の 活 性 化 に も 貢献 し て い き た い 」 と 話 して い る 。　
技 工 団 の 作 間 社 長 は

「 当 社 は Ｃ Ｓ Ｒ （ 企 業 の社 会 的 責 任 ） 経 営 に 取 り組 ん で お り 、 そ の 一 環 とし て 今 後 も 景 観 支 援 活 動や ラ ン ド マ ー ク づ く り を

通 じ て 地 域 貢 献 し て い きた い 」 と 意 欲 的 。 創 業
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周 年 の

1 6年 に は 、 新 亀 山

公 園 ふ れ あ い 広 場 に 「 クリ ス マ ス ツ リ ー 」 も 植樹 ・ 寄 贈 し た 。 モ ミ の 木と と も に ク リ ス マ ス ツ リー に よ く 使 わ れ る 「 ド イツ ト ウ ヒ 」 と 呼 ば れ る 針葉 樹 で 、 日 本 初 の ク リ スマ ス ミ サ が こ こ 山 口 で 執り 行 わ れ た な ど 、 日 本 のク リ ス マ ス の い わ れ を 記し た 看 板 も 設 け ら れ て いる 。 さ ら に 同 年 に は 、 山口 大 神 宮 と 熊 野 神 社 に 観光 案 内 説 明 板 を 寄 贈 し てい る 。

松 田 屋 ホ テ ル 「 け や き 門 」 が 新 調
技 工 団 が 「 景 観 支 援 活 動 」 で 寄 贈
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